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１．はじめに

平成16年新潟県中越地方の地震において、桁端部の腐食箇所

からの亀裂が発見された( )。鋼桁橋の端部は、風通しが写真-1

悪く、湿気がこもりやすい上、伸縮装置からの漏水が滞水した

り、端部に溜まった土砂が湿気を含むことで、鋼材が腐食しや

すい環境といえる。

、 、 、一方 桁端部の局部的な腐食は 日常点検で発見しにくい上

腐食による桁端部の断面欠損がどの程度の危険性及び緊急性を

持っているのか、明らかになっていない。

これらのことから、本研究では、鋼桁橋の桁端部周辺に生じ

た腐食が、橋梁の耐荷力に及ぼす影響について、明らかにする

ための基礎的な研究を行ったので報告する。

２.解析（その１）

(1)腐食パターンの分析

直轄の実橋点検データから、桁端部が腐食している64ケース

を抽出し、腐食データのうち60%以上を占める代表的な腐食パタ

ーンに分類した。分析結果を に示す。これらの腐食パター表-1

。ンを板厚減少率を3段階(25,50,75%)に設定して解析を実施した

(２)解析モデルと評価方法

(1)腐食のない健全な状態(以下 「健全モデル」という)と、、

で分析した腐食モデルに、 に示す載荷条件で解析した結果表-2

について、座屈位置と座屈固有値の低下率とで評価する。

なお、桁端部に腐食が見られる橋梁では、ソールプレートと

支承の間においても腐食が見られ、ほとんどの場合において可

解析結果（その１）表-3
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腐食箇所が破断した例写真-1

腐食パターンの分析表-1

解析（その１）ケース表-2

　　　 　腐食進行度
腐食パターン

25%（小） 50%（中） 75%（大）

1 1-25 1-50 1-75

2 2-25 2-50 2-75

3 3-25 3-50 3-75

腐食パターン
/腐食データ(%)

1 25.0

2 10.9

3 26.6

37.5その他

　　　　　　　　　分析結果
　腐食パターン
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動状態にないことを点検データにおいて確認している。したが

って、本解析では、支承は固定状態として解析を実施した。

(３)解析結果

解析の結果、①座屈位置、座屈固有値は、腐食パターンによ

る大きな差はみられず、下フランジ近傍の板厚減少の影響が大

きい。② 方向以外の載荷ケースにおいて、板厚減少率 程L 50%

度では、健全モデルと変わらない座屈固有値を有しているが、

Lある一定以上の減少率に達すると座屈固有値が急減する。③

方向載荷においては、板厚減少率 においても座屈固有値が50%

減少し、板厚の減少に対して敏感である。ことがわかった。

４．解析（その２）

腐食パターンの設定(１)

解析（その１）の結果から、ソールプレートと下フランジの

腐食範囲に着目し、板厚減少率を２段階(50,75%)に設定して解

析を実施した。

(２)解析モデルと評価方法

解析モデルを に示す。荷重方向は、 (橋軸)方向荷重につ表-3 L

いて、下フランジ腐食部が板厚減少量に対する座屈固有値の低

減率が、他の荷重状態よりも顕著なことから、 の (橋軸)表-2 L

とし、解析（その１）と同様に、健全モデルの解析結果と、各

腐食モデルの解析結果とを、座屈固有値の低下率と発生応力と

で評価する。

(３)解析結果

解析の結果、 に示すように、①腐食範囲がソールプレ図1,図2

ート内の場合、座屈固有値の低下率、作用応力ともに、健全モ

デルと同程度である。②腐食範囲がソールプレート外までおよ

、 、んだ場合 座屈固有値の低下率は健全モデルより大きく低下し

ソールプレート先端の下フランジに応力が集中する。ことがわ

かった。

５．まとめ

現在の定期点検における腐食程度の評価は、着目する部分に

おける損傷の深さと面積により評価区分されている。しかしな

がら、本研究において、損傷箇所の面積が小さく局部的であっ

ても、ある形態における腐食については、耐荷力に大きな影響

をおよぼすことがわかった。ある形態とは、局部的であっても腐食による板厚減少率が高い場合、ソールプ

レート外まで腐食がおよんでいる場合である。

したがって、点検の際には、支承が腐食して本来の機能が低下していないか、局部的であっても桁端部に

著しい腐食は存在しないか、ソールプレート外まで腐食がおよんでいないか、といった注意を払う必要があ

る。また、点検の合理化・効率化や、構造や塗装系への配慮により、腐食に対する安全度を高めていくこと

が必要である。

解析（その２）ケース表-4

座屈固有値の低下率(a)

発生応力の増加率(b)

解析結果（その２）図1

最大主応力(ケース )図2 4-75no.

50%（中） 75%（大）

1
（広範囲）

4-50 4-75

2
（ソールプ
レート外）

5-50 5-75

3
(ソールプ
レート内）

6-50 6-75

　　　　　　　　　  腐食進行度
　腐食範囲

0

25

50

75

100

0 25 50 75

板厚減少率(%)

健
全

モ
デ

ル
に

対
す

る
座

屈
固

有
比

率
(%

)

モデル4
モデル5
モデル6

0
50

100
150
200
250

0 25 50 75

板厚減少率(%)

健
全

モ
デ

ル
に

対
す

る
鉛

直
応

力
比

率
(%

)

モデル4
モデル5
モデル6

土木学会第60回年次学術講演会（平成17年9月）

-80-

1-040


